
 

 

～校長あいさつ～                                

          令和４年４月に着任しました鈴木恭子です。どうぞよろしくお願

いします。本校は、昭和 39 年に創立し 59 年目を迎えました。校舎

は耐震工事を終え新しく、春には一斉に花開く桜の木々がある広々

とした敷地に立地し、静かで落ち着いた雰囲気の中、生徒たちは生

き生きと活発に学校生活を送っています。 

本校は、全日制学年制で、各学年看護科 2クラス・福祉科 2ク

ラスの計 12 クラス、生徒数約 450 名の「進学型」専門高校です。

卒業生は８０００名を超え、各分野で活躍しており神奈川県の看

護・福祉の世界を支えています。 

 

 

 

   これからの社会では、看護・福祉等ヒューマンサービスを担う人材は一層重要で

す。看護・福祉等の分野を担いたいという志を持ち入学した生徒たちが、３年間の

本校での、学び・生活を通して、将来看護・福祉等の分野で活躍できる人材となる

よう職員一同生徒の皆さんを支援し、充実した学校生活が送れるよう尽力してまい

ります。保護者の皆様、地域の皆様、本校へのご理解とご支援のほど、どうぞよろ

しくお願いします。 

 

令和４年４月 

校長 鈴木 恭子 

 【3つの心】を育む教育   「看護の心」「福祉の心」「奉仕の心」  

将来、看護・福祉等様々な分野におけるヒューマンサービスを担える人材とし 

て活躍するために、本校の教育活動を通して育む柱となる大切な心です。共通教

科・科目と看護・福祉の専門教育とのバランスのよい学習、部活動や委員会活動・

行事等を通して、【3つの心】を育みます。 

  そして、この【3つの心】を育むために、生徒の皆さんに意識してもらいたい心、 

「3つのマインド」があります。「挑戦する」「思いやる」「感謝する」です。 

  「挑戦する」とは、自分の夢をもちかなえるために、仲間と切磋琢磨し何事にも

臆することなく真摯に取り組み努力することです。「思いやる」とは、他者を理解

し尊重することです。他者の良いところを認め協働して物事をなしとげることが

できる社会を担う人材として大切なマインドです。「感謝する」とは、「ありがと

う」の気持ちです。何かをしてもらって当たり前ではなく「感謝」の気持ちをもつ

ことは、常に持ち続けてほしいマインドです。【3つの心】とそれを高める「３つ

のマインド」を 3年間の学校生活、教育活動の中で育んでいきたいと考えます 

 

「スクール・ミッション」と「スクール・ポリシー」 

  令和４年度、本校の「スクール・ミッション」に基づき「スクール・ポリシー」 

を策定しました。看護科・福祉科を設置する高校として充実した教育活動が実践 

できるよう取り組みます。そして、グラデュエーション・ポリシーにあるとおり、 

「地域や社会の看護・医療等を支え、地域福祉の推進と持続可能な福祉社会の発 

展を担う職業人になるための資質・能力」を育みます。 

 

I have a dream  夢が輝く、夢に近づく  


